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平成２３年８月１日、五ヶ瀬町町民センターにおいて、五ヶ瀬町町制施行５５周年
記念式典が盛大に開催されました。

五ヶ瀬町は、１９５６年（昭和３１年）に旧鞍岡村と旧三ヶ所村が合併して誕生し、
今日まで、基幹産業である農林業の振興をはじめ、自然環境や地域資源を生かした積
極的な住民参加によるまちづくりを進め、町勢を着実に進展させてきました。

飯干辰己五ヶ瀬町長は、式辞で、額に汗して五ヶ瀬町の歴史を築いてきた先人に対
する感謝と、その歴史をさらに輝くものにして次世代に引き継いでいく決意を述べら
れました。

また、功労者表彰が行われ、町勢発展に貢献のあった１０人の功労者に対して、飯
干町長より表彰状と記念品が一人一人に手渡されました。

五ヶ瀬の美しい四季の風景、そこに生きる人々のはじける笑顔、これらを斬新な手
法でつづった、著名な映像ディレクターの丹 修一さんが制作した町制施行５５周年記
念ＰＲ映像が披露され、晴れの式典に素晴らしい彩りを添えました。

ＰＲ映像は、町のホームページに開設された「五ヶ瀬町５５周年記念特設サイト」
からご覧になれます。

祝！！ 五ヶ瀬町町制施行５５周年
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岩戸坂トンネル 竣工！

平成２３年７月２８日に、広域営農団地農道整備事業 西臼杵４期地
区「岩戸坂トンネル」の竣工式が開催されました。

広域農道西臼杵地区は、日之影町深角（国道２１８号）から高千穂
町板屋（県道土生高千穂線）までの約１６．１ｋｍを整備するもので、
今回の「岩戸坂トンネル」の完成で全体の９割にあたる約１４．７ｋ
ｍが開通しました。

下野側の坑口で開催された式典では、九州農政局長、宮崎県副知事、
緒嶋宮崎県議会議員、西臼杵３町長、地元促進協議会会長などの関係
者が出席し、安全祈願祭の後、テープカット、くす玉割りを行い、ト
ンネルの開通を祝いました。

この後、白バイの先導による車両パレードで岩戸の神楽の館へ移動
し、神楽の館敷地内で地元事業促進協議会の主催による祝賀会が盛大
に開催されました。

協議会会長は、あいさつの中で、「トンネルを含めた４期地区の開通
を地域住民は大変喜んでいる。下
野集落と岩戸集落が近くなったこ
とで互いに交流し共に発展してい
きたい。今後は全線開通となる５
期地区の早期の完成を望んでいま

す。」と開通を喜んでおられました。

今後、平成２７年度完成を予定している５期地区が完成
すると、日之影町深角から高千穂町野方野間の約１．４ｋ
ｍがトンネルで結ばれ全線開通となります。

森林基幹道黒原・煤市線 切取工事完了

高千穂町の日向・日陰地区と日之影町の見立
地区を繋ぐ森林基幹道黒原・煤市線の主たる切
取工事が７月２７日に終了し、法面緑化等を施
工して年内に供用される見込みとなりました。

黒原・煤市線は、昭和６１年度に開設工事に
着手した幅員４．０ｍ、延長約２２ｋｍの自動
車道で２５年の歳月と約３６億円の事業費を要
しています。

開通後は、林業の振興はもとより旧岩戸村で
あった岩戸・見立両地区の交流や災害時等の迂
回路になる路線として期待されます。

道路功労者表彰

道路事業に貢献し、その功績が顕著な団体
または個人に贈られる（社）道路協会の道路
功労者表彰を、五ヶ瀬町桑野内の「竹田・五
ヶ瀬線桑野内地区道路整備促進協力会」が受
けました。

協力会は、昭和47年の設立以来39年間、
約25㎞にわたる道路の草刈りや清掃を行っ
てこられ、今回その取組が評価されたもので
す。

さらに、平成６年からは、10月に開催さ
れる「夕陽の里フェスタ」に合わせて、花木
の植栽にも取り組まれ、イベントに訪れた方
々の心を和ませています。



3

西臼杵郡消防操法大会

８月７日、高千穂町総合運動公園において、西臼杵郡消防操法大
会が開催されました。

当日はかなり暑い日となりましたが、操法要員のみなさんは、そ
れぞれの町大会において上位の成績を収めた選りすぐりの精鋭ぞろ
いであり、気合い、早さ、正確さいずれをとってもレベルの高い操
法を披露されました。

「フラワーパークのぞみ工房」の体制が充実しました

日之影町のフラワーパークのぞみ工房では、障がいのある方が通所し、花苗、野菜等の生産
活動や公共施設の管理業務を通じて自立に向けての訓練を行っています。

事業所を運営する日之影町社会福祉協議会は、平成２３年８月１日に障害者自立支援法に基
づく指定障害福祉サービスである就労継続支援Ｂ型事業の指定を受け、職員体制や通所生への
サービス提供面で更なる充実が図られました。

事業所名も「八戸作業所」から「フラワーパークのぞみ工房」に改め、今後、日之影町唯一
の障がい者向けの就労支援の事業所として、通所生の工賃の向上など、障がいがある方の自立
した生活に向けた一層の支援が期待されます。

第２８回全国クリ研究大会 宮崎県大会 開催

第２８回全国クリ研究大会宮崎県大会が７月２８～２９日の２日間の日程で開催され、全国
各地のクリ産地から約３３０名の方が参加されました。

１日目は高千穂町自然休養村管理センターでＪＡ高千穂地区の取組みや、他県の事例発表な
どが行われました。

２日目の産地視察では、日之影町に全国で初めて導入された
光センサーを使ったクリ選果機と、管内でも代表的なクリ産地
である日之影町興地（くうち）地区の戸高 晟さんの園地を視
察しました。

参加者のみなさんは、園主に剪定などの栽培管理について質
問をされたり、収穫ネットを張ったクリ園の状況や放牧された
牛の写真を撮るなどして熱心に見学されていました。
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ホオズキ・キクの贈呈

８月２日、高千穂町花き園芸組合（後
藤廣範会長）から興梠支庁長へホオズキ
・キクの贈呈がありました。

ホオズキはその色づきの良さから市場
評価も高く、近年管内での栽培面積が増
加傾向にあります。

またキクについても、西臼杵特有の気
象条件を生かした、品質の高い夏秋ギク
として知られています。

平成２３年度 優良工事表彰

８月２日、平成２３年度優良工事西臼杵支庁長賞表彰式が行われました。
これは、平成２２年度の管内工事１９０件の中から、工事施工やその管理、安全対策な

どの観点から極めて優れている工事施工業者を表彰するもので、今回、大寺建設株式会社
さん、高千穂土木株式会社さん、株式会社相生組さんが表彰されました。

今後とも他の模範となるような、すばらしい工事が期待されるところです。受賞された
みなさま本当におめでとうございました！

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記

暦の上ではもう秋ということですが、あいか
わらず暑い日が続きますね。

私がここ高千穂に転勤し、住まい始めて、は
や５ヶ月が過ぎようとしますが、まだ春から夏
への季節の変わり目しか経験していません。

夏から秋、そして冬へ、この高千穂郷の景色
がどのように移ろいゆくのか、待ち遠しいよう
な、ワクワクするような気持ちです。でもきっ
とすごく寒いんだろうな･･･

←左の記事のホオズキですが、ほんとに鮮や
かな橙色ですね。また８月２５日には、秋の味
覚「高千穂ひのかげくり」の出荷が始まりまし
た。こんなところに季節の移ろいを感じる今日
この頃です。（眞）

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

道路愛護功労者表彰、河川・道路一斉美化活動

県では、毎年７月を「河川愛護月間」、８月を「道路ふれあい月
間」として、地域一体となった河川や道路の愛護活動を推進し、正
しい利用の啓発を行っています。

この取組の一環として、８月１日に、道路愛護活動に顕著な功績
があった団体として日之影町長期総合計画見立協議会仲組班及び同
下組班に西臼杵支庁長表彰が贈られました。仲組班及び下組班は、
平成１８年から県道日之影宇目線沿いの草刈りやゴミ拾い、側溝の
清掃などに取り組み、道路の美化に貢献されてきました。

また、同日、西臼杵支庁職員
のほか、西臼杵管内３町の各機
関・団体の方々にご参加いただ
き、総勢３９０名で河川・道路
の一斉美化活動を実施しました。

こうした活動を通して、河川や道路の役割を再確認
し、大切に利用する「愛護の心」を広げていただきた
いと思います。


